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何故、オープンイノベーションや顧客ソリューションが難しいか～三体問題

                                   　　                                      　　
　最近、ますます、三体問題(複雑系)の説明力に取りつかれている。オープンイノベーションや顧客ソリューションの難しさも、ここに帰着するのではないか。
　これまでの多くの組織は、企業組織であれ、軍隊組織、官僚組織、宗教組織であれ、これを、トップとメンバーで見做せば、片方向の上意下達であり、トップmとメンバーMの作用反作用や関係性である。このmやMは質量のようなものであり、これで力関係となる。
軍：トップ⇔組織→敵

宗教：教祖⇔組織→大衆

官僚：トップ⇔組織→大衆

　あるいは、mとMが一体となれば、ライバルNとの関係であり、MとNの関係性であり、パワーバランスである。もちろん、これらも、mとMとNを考えると三体問題だが、命令指揮系統の場と、市場競争の場は異なるともいえる。
　　しかしながら、オープンイノベーションでも、顧客ソリューションでも、協創でも、mとMだけでなく、協創者や顧客のNが入ると、組織の命令指揮系統の場においても、三体問題となる。通常は、軍隊、官僚組織、宗教組織では、協創はないから、三体問題とはならず、組織運営は、mが大きれば、遥かに容易かもしれない。
　もちろん、戦争でも、敵味方でなく、第三者(中立であったり敵だったり味方であったり)が出てくると、いきなり三体問題となり複雑になる。これは、市場競争でも、同様だろう。ポーターの5Fは、それぞれのFは、自社と相手の関係において、別々に考えるから分析できるが、実際は、同時であり、位置が変わるため、三体問題以上となる。
ビジネスモデルでも、売り切りであれば、二体に帰着できる上、オープン系だが、サブスクリプションモデルやユーザーイノベーションとかになると、三体問題になり、フィードバックループでクローズ系になる。R&Dでも、リニアモデルとノンリニア等の差は個々にある。
メーカー売り切りシーズの企業組織：トップ⇔組織→消費者　トップと組織内の会話の2体問題
教授&アナリスト　若林秀樹
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